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序

デ ー タベ ー ス は、 わ が 国 の情 報 化 の進 展 上 、重 要 な役 割 を 果 たす もの と期 待 されて い る。

今 後 、 デ ータ ベ ース の 普 及 に よ り、 わ が国 にお いて 健全 な高度 情報 化 社 会 の 形成 が期 待 さ

れ る。 さ らに海 外 に 対 して提 供 可 能 なデ ー タベ ー スの整 備 は、 国 際的 な情 報 化 へ の貢 献 お

よ び 自由 な情 報 流 通 の 確 保 の観 点 か ら も必 要 で あ る。 しか しな が ら、 現 在 わ が 国 で流 通 し

て い るデ ー タベ ー スの 中 で わ が 国 独 自の もの は3割 にす ぎ な い の が 現 状 で あ り、 わ が 国

デ ー タベ ース サ ー ビス ひ い て はバ ラ ンス あ る情報 産 業 の健 全 な 発展 を図 るた め に は、 わ が

国 独 自の デ ー タ ベ ー ス の 構 築 お よ び デ ー タ ベ ー ス関 連 技 術 の 研 究 開 発 を強 力 に促 進 し、

デ ー タベ ース の拡 充 を 図 る必 要 が あ る。

この よ うな要 請 に 応 え るため 、(財)デ ー タベ ース振 興 セ ンタ ー で は 日本 自転車 振 興 会

か ら機 械 工業 振 興 資 金 の 交付 を 受 け て、 デ ー タベ ースの 構 築 お よ び技 術 開 発 につ い て民 間

企 業 、 団 体等 に対 して委 託事 業 を 実施 して い る。 委 託事 業 の 内 容 は、 社 会 的 、経 済 的 、 国

際 的 に重 要 で、 また 地域 お よび 産 業 の発 展 の 促進 に寄与 す る と考 られ て い るデ ータ ベ ー ス

の 構 築 とデ ー タベ ー ス作 成 の 効 率 化、 流 通 の促 進 、 利用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な どに関 係 した

ソ フ トウ ェア技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア技術 であ る。

本 事 業 の推 進 に当 って、 当財 団 に学 識 経 験者 の 方 々で 構 成 され るデ ー タベ ース構 築 ・技

術 開 発 促進 委 員 会(委 員 長 山 梨学 院 大 学 教授 蓼 沼良 一 氏)を 設 置 して い る。

この 「災 害 情 報デ ー タ ベ ース 支援 環 境 の 構築 」 は 平成2年 度 のデ ー タ ベ ース の構 築 促 進

お よ び 技術 開 発促 進 事 業 と して 、 当財 団 が(株)防 災都 市 計画 研 究 所 に対 して委 託 実 施 し

た 課題 の一 つ で あ る。 この 成 果 が、 デ ータ ベ ース に興 味 を お持 ちの 方 々や 諸 分野 の 皆 様 方

の お役 に立 て ば幸 いで あ る。

なお 、 平 成2年 度 デ ー タベ ー スの 構 築 促進 お よ び技 術 開発 促 進 事 業 で 実 施 した課 題 は次

表 の とお りで あ る。

平成3年3月

財 団法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンター



平成2年度 データベース構築促進・技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学的 コメン トを含む病理デ ータベースの フィー ㈱ エ ス ・ ピ ー ・ オ ー

ジビ リテ ィ調査

2災 害情報デ ータベース支 援環境の構築 ㈱防災都市計画研究所

3AV/MARCの ための分類索引デ ータベース構築 ㈱ ダ イ ン メデ ィ ア サ ー ビ ス

社 会 4気 象情報デ ータベ ースの構築 ㈱ エムテーエス雪氷研究所

5健 康の 自己管理 と病気予防デ ータベースの構築 ㈱ コ ン ピ ュ ー タ コ ン ビ ニ エ ン ス

6シ ルバーエ イジの実態及 び生活 に必要な情報のデ ー 美崎高齢者福祉互助会美崎生活

タベース構築ための調査 研究 館

7交 通事故調査デー タのデ ータベース化 に関す る調査 働日本自動車研究所

研究
←

8ア ジア太平洋交流デ ータベースの課題性の研究 ㈱西 日本新聞社

9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域デ ータと分 析 ・提 パ ラー シュ ト情報開発研究会

地 域 活 性 化 案手法を統合化 した企画 支援 システムデ ータベ ース 札幌凸版印刷㈱

の構築

10ネ ッ トワーク化 された地域情報データベースの有効 セントラル開発㈱情報図書館

中小企業振興 なマネ ジメ ン トについての調査研究 RUKIT

11徳 島市中小商業振興デ ータベースの構築 ㈱ ニ ューメデ ィア徳島

12九 州地域の人材情報デ ータベース構築 ㈱ 九州産業技術 センター

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英文データ コ ム ラ イ ン イ ン タ ー ナ シ ョナ ル

ベース構築 ㈱

14海 外規格(ソ 連邦国家規格)デ ータベースの整備 日本電子計算㈱

海 外 15政 府開発援助(ODA)に 関す るデ ータベースの構 ㊥ 日本国際協力 システム

築調査

16専 門用語デ ータベース システムの機能 に関す る調査 ア イ ・ エ ヌ ・エ ス ㈱

研究

17専 門家デ ータベ ース構築事業 ㊥海外貿易開発協会

18VAN用 データベース管理 システムの開発 シ ャ ー プ ㈱

19レ コー ドマネ ジメ ン ト用辞書管理 システ ムの開発研 ㈱オ フィス総研

究

20建 築CAD用 拡張可能 デ ータベースのプロ トタイプ 三菱電気㈱

作成

技 術 21先 進複合材料デ ータベ ース ・プロ トタイプの作成 ⑭次世代金属 ・複合材料研究開

発協会

22マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ 脚 日本 システムハ ウス協会

ス の デ ー タ ベ ー ス 化

23書 誌 デ ー タ ベ ー ス 用 ダ イ ナ ミ ッ ク ・シ ソ ー ラ ス の 可 ㈱紀伊國屋書店

能性調査と実験
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1.目 的

「災 害情報 デー タベース」 は、昭和57年 以来、 さまざ まな分 野 の防災 ・安全 の専 門家 が集

ま り、 事故 ・災 害の防止 と今後 の技術 開発 に寄与す る ことを目的 として構築 してい るデー タベ

ー スであ る
。当デー タベース は、一昨年 の 「災害情報 デー タベース の構築」 、昨年 の 「災害 情

報 シソー ラスの構 築」 と、2ヵ 年 にわた っての委 託調査 を実施 し、そ の成果 を踏 まえて、会 員

制度 で のオ ンライ ン ・サ ー ビス を開始 している。今後 は、 このデー タベ ース をよ り充実 させ活

用 で きる もの と して利用者 の拡大 を図 る ことが必要であ る。

また、 「災害情報 デー タベース」の構築 の発端 と して、各種 の事 故 ・災害 に関す る情報 が散

逸 し、一括 して整理 ・保存 す る体 制が整 っていない とい う実態が あ った。現在、 当 デー タベー

スが対 象 と している事故 ・災害 に関す るデータは、新 聞、雑 誌 や論文 な どの文献 デー タで あ る。

しか し、事故 や災害 の貴重 な資料 と しては、近年機材 な どの発 達 のめ ざ ましい映像情 報 も見 逃

せ ない ものが ある。 したが って、 これ らの映像情報 に関 して も、 その収集 ・整理 や活用 方法 な

どにつ いて検 討す るこ とが必 要で あろ う。

こ う した考 えに基づい て、本 調査 では、昨年度 に構築 した'「災 害情報 デー タベ ース」 の キー

ワー ド自動抽 出用辞 書 の整備 をさ らに推 し進 める一方 で、新 た な試み と して事 故 ・災害 に関 す

る映像 情報 に関す る現状の実態 を調査 し、そのデー タベ ース化 を検 討 する。
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2.キ ー ワ ー ド自動 抽 出辞 書 の 充 実

2.1キ ー ワ ー ド自動 抽 出辞 書 の概 要

複雑 化す る社会 の中で は、事 故災害 の メ・カニズ ムも単純 な ものでは な くな り、 その影響 も多

方面 に渡 る ようになってい る。 こ う した中で は、安全研究 や防災対 策 も単一 の領域 にお ける も

のだけでは十分 で はな くな った。 これ まで、安全 ・防災 の知 識 や技術 は各分 野毎 に研 究 され推

進 され てお り、分野間の交 流 はあ ま り行 なわれていなかった。

「災害情報 デー タベー ス」 は、 これ らの知 識や技術 を分 野 を越 えて共通 の もの と してい くこ

とを第一 の 目標 として、 あ らゆ る分野 の事故 ・災害 を総合 的 に取 り扱 っている、他 に類 を見 な

いデー タベースであ る。 この ため、当 データベ ースに入力 され るデー タには、次 の ような特徴

が ある。

a)様 々 な分野のデー タを対象 とする。

b)利 用 者 は専門外 の分 野 につ いて も事例 を検索 し活用 す る。

c)キ ーワー ドの種 類 が多 岐 に渡 る。

d)十 分 な情報 を得 られ ない場合 が ある。

この ようなデー タの特徴 を前提 と して、利用者が十分 にデー タベース を活用 で きる ように、

当デー タベースで は、 キー ワー ドを統 制 キー ワー ドとフリー キー ワー ドの2種 類 に分 けてい る。

(1)統 制 キーワー ド

統 制 キーワー ドは、事故 ・災 害事例毎 にその事例 の内容 や特徴 な どを表 す単語 であ り、各事

例 の デー タ入力時 に人為 的 に付 与 され る ものであ る。 したが って、使用 され る単語 の種類 な ど

は、 ある程度 限定 されてい る。 これ らの キーワー ドは、昨年度 の委託調査 に よって構 築 され た

シソー ラス によって、同義語、上位 ・下位語 、関連語 とい う形で整理 されてお り、検 索 の際 に

それ らを利用 す ることがで きる。

(2)フ リーキーワー ド

フ リーキー ワー ドは、記事 フ ィール ド、抄録 フィー ル ドに登録 された文 章の中か ら自動 的に

一2一



抽 出 され付与 されるキー ワー ドであ る。抽 出は、昨年度作成 したキーワー ド自動抽 出辞書 を参

照 して行 なわれてお り、統 制 キー ワー ド以外 の多 数の キー ワー ドを含 む。 ただ し、 これは辞 書

に登録 された単語 のみが抽 出の対象 とな るため、必 ず しも全 て の単語 を抽 出す るこ とはで きな

い。 したが って、 ユーザー か らの検索依頼状況 や新規登録 デー タの状況 な どに基 づ いて、ニ ー

ズに対応 してで きる限 り多 くの単語 を登録 してお くことが必 要で あ り、定期 的 に見直 して行 く

必 要があ る。

一3一



2.2辞 書 の充 実

2.2.1記 事 フィール ドか らの抽 出

昨年度 は、約4万 件 の事例 の中か ら1千 件 を無作為 に抽 出 し、それ らの事例 の記事 フィール

ドを対象 に単語 の抽 出 を行 なった。 その結 果、 キーワー ド自動抽 出辞書 には、約9千 語 の単語

が登録 された。

しか し、その後 この辞 書 を用 いて他 の事例 のキーワー ド自動 抽出 を試 みた結果、基本 的な単

語 はおおむね抽 出 されている ものの、十分 とは言 えない状 況 にある。特 に、新規 に登録 されて

い る最近の事例 に関 しては、新 たに出現す る単語 も少 な くな く、過去 の1千 件 のデー タか ら抽

出 され た単語 だけでは不十分 であ る。

そ こでここでは、次 の2種 類 の方法で事例 をピックア ップ し、辞書追加登録 すべ き単語 を抽

出 した。

(1)過 去 に登録 され た事例

昨年度 に登録 した辞書 の再検 討 と充実 のため に、 まず過去 に登録 されて いる事例 か ら8千 件

を無作為 に選 び、それ らの デー タの記事 フィー ル ドに対 して単 語の抽 出 を行 なった。 図2.1

に抽 出単語例 を示 す。
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図2.1抽 出単語の例
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これ らの単語 は、従来 か らデー タとして存在 していたに も関 わ らず、昨年度 の登 録 か らもれ

て しまった ものであ る。

この結 果、過去 に登録 され て きた事例 につ いては昨年度 の1千 件 と合 計 して9千 件 に対 して

単語抽 出 を行 な った こ ととなる。 これは、現在登録 されているデー タ5万 件 の約2割 を占めて

お り、 これ に よって過去 の事例 において必要 なキーワー ドはほぼ抽 出す る ことがで きた と思 わ

れる。

(2)新 規登 録事例

今後 どの よ うな形 で辞書 への新 規 キーワー ドの登 録 を行 な うべ きか を検 討 する ために、19

90年11月 以 降 に登 録 した2千 件 の デー タに対 して単語 の抽 出 を行 なった。

その結果 、新 規 に追加 すべ き単語 と して、次 のよ うな ものが抽 出 され た。0内 は新規 に登

場 した理 由 と思 われ る ものであ る。

【新技術 の導入 や普及】

衛 星 中継(衛 星放送 の普及),発 券(自 動改札機 の導入),紙 面(新 聞等 の編集 の コ

ン ピュー タ化 に伴 うコンピュータ トラブル),超 音波(医 療分 野で の普及),残 ガス

(特種 材料 ガスの廃棄),液 体窒 素(極 低 温の利用 増加),エ アバ ッグ(国 産車 への

導 入),代 替 フ ロン

【新 たな課題 】

院内感染(医 療 の高度化 、医療廃棄物 問題),新 車(モ デルチ ェンジが早 い、欠 陥が

クローズ ア ップ、 リコール),駐 機場(空 港混雑)

【社 会情勢 の変化 】

別 立(即 位 の礼),レ ンタルビデオ(普 及),紙 袋(ゲ リラ),痴 呆 症(老 人 問題),

○○人(国 際化 、外 国人労働者),染 毛剤(美 容へ の関心 の増大)

【新 たな事象 】

ミステ リーサ ー クル

これ らの新 規登録 事例 に関 しては、今後 もますます新 しい単語 が出現す る ことが考 え られる

ので、定期 的 に辞書登 録単語 を追加登録 してい く必要 がある。
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2.2.2文 献 フィール ドか らの抽 出

(1)文 献 フ ィール ドの概 要

当データベ ースでは、1つ1つ の事 故 ・災 害事例 に対 して、関係 の ある新 聞 ・雑誌 ・報告書

な どを収集 し、 その表題 や内容 に関す る コメ ン トを登録 してい る。そ れ らを登録 す るフ ィール

ドを 「文献 フ ィール ド」 と呼 び、登 録 フォーマ ッ トは文献 の種類 によって次 の3種 類 に区分 さ

れる。

【新 剛

新 聞名::::表 題又 はコメン ト

【定期刊行物 】(雑 誌、論 文集等)

著 者:表 題:詩 名:巻 号頁:コ メ ン ト

【不定期 刊行 物】(単 行本、報 告書等)

著 者:表 題:発 行元:頁:コ メ ン ト

これ らの うち表題 お よび コメ ン トは、そ の文献 の内容 を表 し、ひいて は事例 に関す る情報 を

豊 富 に含 んで いる。特 に、記事 フィール ドにはな かなか挿入 する ことの で きない、事 故 ・災害

の経 過 やその後 の影響 な どに関す る情 報が非常 に多 く含 まれてい るこ とが特徴 的であ る。そ こ

で、 データベ ースの有効活用 を一層促 進 す るため に、文献 フィール ドもキー ワー ド自動 抽出の

対 象 とす るこ とと した。

文献 フ ィール ドか らの 自動抽 出 に も、 これ まで記事 フィール ドの デー タを用 いて登 録 してき

た自動抽出用 辞書 を用 い る。 しか し、上記 の よ うに、文献 フィー ル ドには記事 フィール ドに含

まれ ていないデー タが多 く入 ってい るため、そ れ らに関す る単 語 を新 た に抽 出 して辞書登録す

る必要が生 じて きた。そ こで ここで は、既存 の デー タ5万 件 よ り1万 件 を抽 出 し、そ の文献 フ

ィー ル ドにつ いて新 た に辞書 に登録 すべ き単 語 を抽 出 した。

(2)単 語抽 出の考 え方

文献 フ ィール ドか らの単語 の抽 出は、上記 の ような特徴 を勘案 して、次 の2点 と主眼 と して

行 なった。

①事故 の影響 に関す る単 語

事故 の影響 にっ いての検 索 を行 な う際 に有効 な単語 を抽 出する。 これ らは、次 の ように分類
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で きる。

a)組 織b)人c)経 済d)裁 判e)事 後対応

D制 度g)そ の他

② 文献 の種類 に関す る単 語

文献 の種類 とその内容 に関す る単語 を抽 出す る。 これは次 の2種 であ る。

a)文 献 区分b)文 献 内容

(3)抽 出 された単 語

既存 事例 の うち1万 件 の文献 フィール ドよ り抽出 された単 語 の例 を図2.2に 示 す。 これ に

よ り、文献 フィール ドに含 まれ るデー タの うち基本的 に必 要 な単語 は辞 書へ登 録 で きた もの と

考 え られ る。

①事故の影響に関するキーワー ド抽出例

○組織

○人

○経済

○裁判

○事後対応

○制度

○その他

大手

投資家

高騰

有罪

辞表

条約

特許

カット

会

主

価

訟

見

令

発

供

議

株

株

訴

会

政

開

自

国会

消費者

相場

起訴

陳謝

改正

発明

疑惑

業界

社長

商戦

判決

制裁見舞金

批准

不信

要請

調査委

飼い主

減少

原告

処分

議定書

減産

徹底

会

人

買

解

粛

択

刻

彰

協

犯

不

和

自

採

深

表

②文献種別に関するキーワー ド抽出例

○文献区分 手記

○文献内容 主な

事例集 白書

写真 社説

報告書

地図

シンポジウム 年表

最近の 世界 の

図2.2文 献 フ ィール ドか らの抽 出例
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2.3今 後 の辞書 メ ンテナ ンス方針

今 回の検討 の結果 、すで に登録済 みの データに関す るフ リー キーワー ドについては、お おむ

ね抽 出が終わ り、辞書 への登 録 が完 了 した。

しか し、前述 したように、新 しい事 故 や災害事象 には、常 に新 しい単語 が発生 しうる。 そ し

て、そ れ らの単語 は、一旦 出現 す る と、 その後 も引 き続 き問題 となってい くことが多 い。 した

が って、新規登 録事例 につ いては、今後 も定期 的にチェ ックを行 ない、単語 を抽出 して辞書 を

更新 してい くことが必要 であ る。

(1)自 動抽 出用辞書 の定期 更新 の頻度

当デー タベースでは、過 去数年 の実績 か ら考 えると、1年 間 に約1万 件 の新規事例 が登 録 さ

れてい る。 この ことか ら、今後 は半年 に1回 程度 の頻度 で 自動抽 出辞書 の更新 を行 ない、そ の

期 間に登録 された約5千 件 の事例 のデー タに関 して辞書 に追加 す る必要 のある単語 を抽 出す る

ことが望 ま しい と考 え る。

(2)辞 書更新L後の フ リーキー ワー ド再抽出

定期 的 な辞書 更新 の後 には、本 来で あるな らば、登 録 されて いる全 てのデー タに対 して再 び

新規登 録単語 の 自動抽 出を行 なわな ければな らない。

しか し、当 デー タベー スで用 い ているデー タベース ・ソフ トウェアの機 能の中 には、辞書 中

の特 定 の単語 に関 してのみ 自動抽 出 を行 な うとい う機能 が な く、再抽 出 を行 な う場合 には辞 書

に含 まれている全 単語 につ いて 自動抽 出 を しなお さなければ な らな くなって しまう。全 デー タ

に対 す るキーワー ド自動抽 出は非 常 に時 間がかか り、 その間 デー タベ ースを利 用す る ことがで

きないな どのサ ー ビスの低 下 につ なが る。 また、すで に登 録 されて いる単語数 と新規 に辞書登

録 した単語数 の比か ら考 え ると、非常 に無駄 が多 い。新規 に辞書登 録 される単語 は、従 来の事

例 データでは得 られずに新規登 録事例 において初 めて出現 した もので ある ことを考 え る と、 こ

れ らについて全 データか ら自動 抽 出 を行 なう必 要はないで あろ う。

したが って、今後 、辞書 更新 の際 の フ リー キー ワー ド再抽 出 は、 当該期 間 に発生 したデー タ

についてのみ実行 し、 オンライ ンサー ビスの停 止期 間を最小 限 に とどめ なが ら、社 会 の変化 に

対応 で きるように辞書 の充実 を図 る方法 が適 当 と考 え られ る。
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3.事 故 ・災害 に関 す る映像 情 報 の デ ー タベ ー ス化 の検 討

3.1事 故 ・災 害 に関 す る映像 情報 の利 用状況 アンケー ト調査

事 故 ・災害 の映像情報 は、 その重要性が認識 され、安全 ・防災 の研 究者 や行政 、一般企業 な

どで収集 ・利用 されてい る例 も少 な くな い もの と思われ る。

ここで は、各個 人 あ るい は組織 が こう した映像情報 をどの よ うに収集 し利用 してい るか、 そ

の実態 を把 握す るため に、 ア ンケー ト調査 を行 なった。

3.1.1ア ンケー トの実施 お よび回収

(1)サ ンプルの抽 出

安全 ・防災 の関係 者 と して は、国 や地方 自治体 の担 当者 のほか、大学 な どの学術研 究者 、一

般企 業 の担当者 な どが考 え られ る。 これ らの研 究者、担当者 な どか ら効 率 よ くサ ンプル を抽 出

するた めに、下記 の ようにサ ンプ リングを行 なった。

①安全 ・防災 関係学協 会名簿 よ り抽 出

次 の各 団体 の名簿 を用 い て、個 人の特定 で きる会 員(個 人会員、 普通会員 な ど)よ り無作為

抽 出。 ただ し、中央労働災 害 防止協 会の名 簿は法 人会 員のみ なの で、担 当部署 の長宛 と した。

[対象 と した団体]0内 はサ ンプル数

安全工 学協 会(普 通 会員 よ り150)

震 災予 防協会(個 人 会員 よ り35)

日本 自然災害学 会(研 究者 名簿 よ り150)

地震 学会(普 通会 員 よ り100)

人 間工学会 一安全 と人 的信頼性 部会(過 去の出席者名 簿 よ り99)

中央 労働 災害防止協 会(賛 助会員 よ り300)

② 都道府県 ・区市町村 の防災担 当課

行 政機 関の担 当者 としては、47都 道府県 、東京23区 、人 口20万 以上 の市の 防災担 当部署 の長
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宛 に送付 した(サ ンプル数166)。

以上、サ ンプル総数 は1,000で あ る。

(2)実 施方法

ア ンケー トは郵送法 を用 いて行 なった。抽 出 した対象者 に、依頼 状 お よびア ンケー ト用 紙 な

どを郵送 し、返信用封筒 にて回答 を返送 す る よう依頼 した(ア ンケー ト用 紙 お よび同封 した依

頼状 その他 は資料編 を参照)。

実施時期 は、平成3年1月 であ る。

(3)回 収率

送付票数1000票 の うち、転居 先不 明 な どの理 由に よ り対象者 に到達 せず に返送 され てア ンケ

ー トは44通 であ った
。 この 中には、名 簿 に記載 されてい た対象 者 が退 職 や配置 転換 な どに よっ

てその職 を離 れて しまったため回答 不能 である とい うコメ ン トを添付 して返送 されて きた もの

も含 まれてい る。 ただ し、類似 の理 由で本来 の対象者 に到達 しなか ったに もか かわ らず現在 そ

のポ ス トにある人が 回答 した とい う場合 は、回答 を得 られた もの とした。 これに よ り、実効 送

付 数 は1000-44=956通 となった。

これに対 して、送付 され て きた回答 は、 ア ンケー トに示 され た返送期 限(1月!7日)の1ヵ

月後 で あ る2月17日 現在 で446通 、 回 収 率 は46.7%と な っ た。 こ こで は、 これ らの 回答 の うち 、1

月21日 まで に到 着 した分(378通)を 集 計 し、 そ の結 果 を考 察 す る こ と と した。

3.1.2結 果 と解析

(1)映 像情報 の収集 状況

ア ンケー トで は、 まず映像 状況 の収集 状況 について、次 の ような質 問 を した。

【問1】 あなた(又 はあな たの周 囲で)は 、テ レビな どか ら事故 ・災 害 に関す る映

像 情報 を収集 ・ス トック してい ます か。(複 数 回答)

この 間 に対 す る回答 結 果 が 、 図3.1で あ る 。
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組織 として収集

自分が個人的に収集

同組織 の他の人が個人的に
収集

他組織の収集の例 を知って
いる

他組織の人が個人的に収集
の例を知っている

収集 していない し収集例 も
知 らない

0・010・020・030・040・050 ・060・070.080.090.0100 .0%

図3.1テ レビな どか らの映像情報 収集状況(複 数 回答)

これ を見 る と、回答 者 の属 す る大学、企業、役所 な どが組織 と して収集 している例 が約25% 、

回答 者が個人的 に収集 してい る例 が20%以 上 となってい る。 また、映像情報 の収集例 を全 く知

らない と回答 した者 は全体 の47%に 過 ぎず、ほぼ半数以上 が何 らかの形 で事 故 ・災害 に関す る

映像情報 を収集 してい るか、収集例 を知 っている とい うことになる。 こう した こ とか ら考 える

と、安全 や防災 の関係 者 の間 では、事故 ・災害 の映像 情報 がか な り収集 されてい る もの と思 わ

れる。

また、映像情報 を個人 的 に収集 している割合が、回答 者 自身の場合(21 .1%)と 同組織 の他 の

人(5.3%)、 他 組織 の人(5.1%)を 合計 して30%を 越 えるとい うことも注 目され るべ きで ろ う。

従来 、事 故や災 害の事例情 報 に関 しては、各分野 の研 究者 な どの個人的 な力 に頼 られす ぎて い

る と言 われて きた。 「災害事 例情報 デー タベース」構 築の きっか け も、 こ う した反省 に もとつ

いて いる。 ここでは、 これ まで デー タベ ース化 を行 なって きた文献情報 のみ な らず
、映像情報

に関 して も、各個 人 が大 きな努力 を払 って情報 収集 を行 な ってい るとい う実態が浮 かび上が っ

ている もの と考 え られる。
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同 じ質問 に対 す る回答 の状況 を回答者 の職業別 にみ た ものが、 図3.2で ある。

これ を見 る と、特 に大学関係 者 に個 人的 に収集 している人 の割合 が多 い ことがわか る。 また、

地 方 自治体 関係 で組織 として収集 して いる割合 が比較 的高いのは、防災担 当部署 な どで住民向

けの啓蒙用教材 な どを用 いてい る場 合が少 な くない ことが理由の ひ とっ と考 え られる。

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

口 収集 していないし収集例 も知 らな
い

国 別の組織 の人の個人的収集例 を知
っている

田 別の組織の収集例を知っている

圏 組織内の他 の人が個人的に収集

}L、熈

40.0 '

1 '… 藷il翻 園 個人的 に収集

価 蘭 翻 闘 組織 として収集
闘

20.0 .圃2田

翼1瑠 翻

0.0
`擬 ・,・ 掲,``醐`II

建設業 製造 ・ その他 大学 国の機 地方自 その他
エネル 企業 関 治体

ギー供
給業

図3.2業 種別の映像情報収集状況(複 数回答)

(2)収 集 している映像 の内容

問1で 、回答者の所属する組織が収集、または回答者が個人的に収集 していると回答 した場

合 にのみ、収集 してい る映像 の内容 につ いて尋 ねた。

【問2】(問1で1～2と お答 えの方 にうかがい ます)映 像 の収集方法 ・内容 はど

の ような ものですか。(複 数 回答)
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この結果 を表 したのが、 図3.3で ある。

これ に よる と、最 も多 いのは特 に関心 ある災 害時 のみ録画す るとい うパ ター ンで、全体 の65

%を 占め る。 また、既存 フ ィルムや ビデオの購 入 な どに頼 る とい うものが、37.5%と これに次

いでい る。 これ に対 して、 日常 のニュース な どを定期 的 に録 画 してい る と回答 した ものは3%程

度 で しか ない。

この結 果 を見 る と、特 に大 きな災害 な どが発生 した場合 には、か な りの防災 関係 者 が ビデオ

テー プを回 してテ レビか ら映像 情報 を収集 してい るこ とが わか る。そ れに反 して、 こ う した収

集活動 が 日常的 には行 なわ れていない。 しか し、その理由の ひとつ と しては、 これ らの収集 活

動 が、 日常的 に行 な うには あ ま りに労力 がかか りす ぎる とい うこ とが考 え られ よう。

テレビから日常のニュース
などを定期的に録画

テレビから特集番組などを
録画

テレビから特に関心ある災
害時のみ録画

既存フィルム ・ビデオなど
の購入

その他

0.OlO.020.030.040.050.060.070.080.090.OlOO.0%

図3.3収 集 している映像 の内容(複 数 回答)

(3)映 像 情報 の利 用状 況

これ まで に、事 故 ・災 害 に関す る映像 情報 を利用 した経 験が あるか どうか につ いて、 その用

途別 に尋 ね た ものが、 問3で ある。
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【問3】 事 故 ・災 害 に関す る映像 情報 を利用 した ことがあ りますか。次 のそ れぞれ

の用 途別 にお答 え くだ さい。

(1)教 育 ・啓 蒙用 と して

(2)事 例分析 資料 として

(3)そ の他 の 目的で

この 結 果 を図3.4に 示 す。

N.A.4.2%

、

よ く利 用8.2%

よ く利 用2.9%

ψ

(2)事 例分析用

〆

(1)教 育 ・啓蒙用

時 々 利 用

8.2%

よ く利 用1.9%

(3)そ の他 の用 途

%

‖用 経 験 あ り
16.7%

図3.4映 像情報の利用状況
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建設業 製造 ・エ
ネルギー
供給業

その他一 大学 国の機関
般企業

(1)教 育 ・啓蒙用

地方自治 その他
体

建設業 製造 ・エネ
ルギー

供給業

その他一 大学 国の機関
般企業

(2)事 例分析用

地方自治 その他
体

建設業 製造 ・エ
ネルギー
供給業

その他一 大学 国の機関 地方自治
般企業 体

(3)そ の他 の用 途

図3.5業 種 別の映像 情報の利用 状況

その他

口NA.

田 利用経験な し

口 利用経験あ り

閲 時々利用

願 よく利用

口NA.

口]利用経験な し

口 利用経験あ り

閨 時々利用

圏 よく利用

口N.A.

口]利用経験な し

口 利用経験あ り

閲 時々利用

圏 よく利用
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この結 果 を見 る と、最 もよ く利 用 され ているのは教育 ・啓蒙 を目的 とした利用 であ り、 よく

利用 す る～利用経 験あ りを合計 す る と67%以 上 となる ことがわか る。事例分析 を目的 と して利

用 した ことのある人 は4割 程度、 その他 の用途 での利用経験 は25%弱 に とどまっている。 なお、

その他 の用 途 で無 回答 が2割 を占め ているのは、教育 ・啓蒙 や事例分析 以外 の利用 方法が想定

で きなかったこ とが原 因の ひ とつ とな ってい るのではないか と思 われる。

結果 を回答者 の職業別 に見 た ものが 、図3.5で あ る。教 育 ・啓蒙用 に利用 するのは、大学

お よび地方 自治体 がやや多 い。一方 、事例分析 に利用 す る例 と しては、製造 ・エネルギー供 給

業 お よび地方 自治体 でやや少 ない。 しか し、全体 としては業種 に よる利 用状況 の違 いはあ ま り

大 き くない。

(4)映 像情報の必要性

事故 ・災害に関する映像情報への需要 を調べるために、過去にそうした映像の必要性 を感 じ

たことがあるかどうかを尋ねた。

r

【問4】 これ まで、事故 ・災害 に関する映像 情報 の必要性 を感 じた ことがあ ります

か。上記 と同様 に用途別 にお答 え くだ さい。

(1)教 育 ・啓 蒙用 と して

(2)事 例分析 資料 と して

(3)そ の他 の 目的で

この結果 を示 した ものが図3.6で あ る。 これを見 る と、教育 ・啓 蒙用 と して は90%以 上、

事例分析用 と して は76%以 上、 その他 の用 途 で も50%近 くが必 要性 を感 じてい るこ とが わかる。

特 に、教育 ・啓蒙 を目的 とした映像 情報 の必要性 では、 よ く感 じる人 だ けで も4割 を越 えてお

り、 こう した分 野で映像 情報 の果 たす役割 の重要性 を示 してい る もの と思 われる。

また、 この結果 を回答 者 の職業 別 に見 た ものが、図3.7で あ る。 これ を見 る と、教育 ・啓

蒙 を 目的 とす る映像情報 は、特 に大学 などで非常 に必 要性 が高 い(必 要性 をよ く感 じる人 の割

合が53.6%)こ とがわか る。 また、事例分析 資料 として必要 と して いるのは、国の機 関が多 い。
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N.A.2.6%

感 じな い7.1%

(1)教 育 ・啓 蒙用

(2)事 例分析用 (3)そ の他 の用 途

10.6%

時 々感 じる
11.9%

図3.4映 像情報の利用状況

これ らの結 果 を問3で 得 られた利用状 況 と比較 して みる と、必要性 を感 じている人 の割合 の

方が利 用経験 の ある人 の割 合 をは るかに上 回 っている。す なわち、事故 ・災害 に関 す る映像情

報 に対 す る需要 は非常 に大 きいが、一方 でそれ らの映像情報 を実際 に活用 す る ことので きる機

会 はか な り少 ない とい うこ とが わかる。 この結果 か ら見 ると、おそ ら く事 故 ・災 害 に関す る映

像 情報 は容易 に入手 で きる もので はな く、 自 らが収集 ・整理 な どを行 なってい ない限 りは利用

可能 な映像 が少 ないので はないか とい うこ とが想像 で きる。
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業種別の映像情報の利用状況

口N.A.

皿 感 じな い

竪]感 じた こ とが あ る

臨 時 々感 じる

囲 よ く感 じ る

口N.A.

㎜ 感 じない

圏 感 じたことがある

囲 時々感 じる

圏 よく感 じる

口NA.

回 感 じない

竪]感 じたことがある

闘 時々感 じる

圏 よく感 じる
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3.1.3ま とめ

(1)結 果の要約

ここまで述 べ て きたアンケー トの結果 をまとめ ると、以下の とお りで ある。

①映像情報 の収集 状況

○映像情報 を個人 的 または組織 的に収集 してい るの は、それぞれ25%、21%だ った。

○収集例 を全 く知 らな い人 は47%で あ り、半 数以上 は自らが収集 しているか収集例 を知 って

い た。

○ 回答者 自身あ るいは回答者 の知人 が個人 的 に収集 してい ると回答 したのは、合計 す る と30

%を 越 えて お り、個 人的 な収集 が多 い ことがわか った。

○職業別 には、大 学関係 者 の中に個人 的に収集 してい る例 が多 く、組織 と して収集 している

のは住民 向 け啓蒙教材 な どを利用 する場合 の多 い地方 自治体 だ った。

② 収集 されて いる映像情 報 の内容

○映像 情報 を収集 してい る場合 には、特 に関心 のあ る災害時 のみテ レビか らニ ュースや特集

番組 を録 画す る とい う例 が65%と 最 も多 く、次 いで既存 の フィル ムや ビデ オの購 入(38%)

となってい た。

○ 日常 のニ ュー スな どを定 期的 に録画す る とい うような、 日常 的に大 きく労力 の かか る収集

を行 なってい る例 は少 なか った(3%)。

③ 映像 情報 の利用 状況

○ 事故 ・災 害 に関 する映像情 報の利用経験者 の割合 を用途別 に見 る と、教 育 ・啓 蒙用67%、

事例分析用40%、 その他 の用 途25%と なった。

○利用 状況 の業種 間差異 はあ ま り大 き くなか った。

④映像情報 の必 要性

○映像情報 の必要 性 を感 じた ことがある人 は非常 に多 く、教 育 ・啓 蒙用 は90%以 上 、事例分

析裳76%、 そ の他 の用 途 で も50%近 くなってい る。

○特 に教育 ・啓 蒙用 には、必要性 を 「よ く感 じる」 人だけで も4割 以上 を占め、 この分野で

の映像 情報 の重要性 が示 された。

○業種 別 に見 る と、教育 ・啓 蒙用 には大学関係 でのニーズが高い。
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○必要性 を感 じる程度 と利用経験 を比較 す る と、需要 は大 きい ものの利用 する機 会 はかな り

少 な く、事 故 ・災 害 に関する映像 情報 の入手 が難 しい ことが示唆 された。

(2)考 察

アンケー トの回収状況 か ら見 る と、実効 回収率(実 際に回答者 に到達 した と思 われ るア ンケ

ー ト票数 に対 す る回答送付 票数 の割合)は46
.7%で あ り、一般 の郵送 アンケー ト調査 と比較す

る と非常 に回収 率 の高 い もの とな ってい る。 これ には、送付対象 が安全 ・防災 の研 究者 や担 当

者 とい う特定 の人 々であった ことも関連 しているもの と考 えられ るが、そ れに もま して、事故 ・

災害 に関する映像 情報 に対 して非常 に高い関心 が払われてい るこ とが示 されて いる と考 えて よ

いであろ う。

映像情報 の収集状況 では、個人 的あ るいは組織 的であ るか を問 わず他者 の収集例 を知 ってい

る場合 も含 め る と、半 数以上 が映像情 報 を収集 してい る(ま たはその例 を知 っている)と 答 え

てい る。 ここか ら、安全 や防災 の関係 者の間で は、事故 ・災 害 に関する映像情 報が かな り収集

されてい るもの と考 え ることがで きる。

しか し一方で、 回答者 自身が個 人的 に収集 してい た り個 人 的な収集例 を知 っている と回答 し

た ものは、全体 の3割 を越 え、収集 している(ま たはその例 を知 ってい る)と い う回答 の半数

以上 を占めてい る。 この ことは、安全 ・防災関係 者の中で の映像情報 の収集作 業 が各人 の個 人

的な努力 に多 くを頼 ってい るとい う実態 を浮 かび上が らせ た と言 うことがで きよう。

また、過 去 に感 じた必 要性の程度 と比較 して、過去 の利用状況 の実 態が非常 に少 ない こ とも、

アンケー ト結 果 よ り明 らか になった。特 に、教育 ・啓 蒙用 の教材 と しての映像 情報 の必 要性 は

90%以 上 が感 じてい るにも関わ らず、利用経 験 は4割 程 度 しか持 っていない。 この ように、必

要性 を強 く感 じられてい なが らも利用 経験が少 な い とい う背景 に は、利用 で きる映像情 報が非

常 に少 ない とい うことが考 え られ る。

以上 を総合 す る と、事 故 ・災 害 に関 する映像情報 は、安全 ・防災対 策 を進 める上 での重要性

が認 め られてお り、 これ に対 す る需要 も非常 に高 い と言 うことがで きる。そ れに もかか かわ ら

ず、実際 に供給 されてい る映像 情報 は限 られてお り、利 用 する ことがで きなか った り、個 人が

大 きな努力 を払 って収集 してい る とい うのが実 情 である。 したが って、 こ う したニー ズに対応

すべ く映像 情報 の供 給体 制 を確 立 してい くことが必要 であ ると思 われる。
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3.2事 故 ・災害 に関す る映像情報 の保存状況調査

事 故 ・災害 に関す る映像情 報が防災対 策や安全対 策 の上 で必 要 とされ ているこ とは、従 来 も

言われてい る ところであ り、上記 の ア ンケー ト調査の結果 もそ れを如実 に語 ってい る。 しか し、

現在 の我 が国 において、過去 の映像 情報 を どの程度入手 す るこ とが可 能であ るか どうかは、明

確 にな っていない部分 があ る。

現在 、事故 や災害 に関す る映像情報 を、最 も広 く一般 に提供 して いるのはテ レビ番組 の放送

会社 である。 そ こで、 ここでは、 映像情 報の保存状況 とその利用 可能性 について、 日本放送協

会(NHK)、 東京放送株 式会社(TBS)、 フジテ レビジ ョン株 式会社 の3者 に ヒア リング

調査 を行 なった。

以 下 に、 この ヒア リング結 果 を示す。

3.2.1日 本放送 協会(NHK)

(1)過 去 に放送 した映像 の保存 状況 につ いて

① 映像保存 の体制

映像 保存 に関 しては、放 送業務局 デ ータ情報部 が一括 して担 当 してい る。 また、保存 映像 の

検索 の ために、昭和60年 よ りコンピュー タによるデーータベース(「NHK放 送 デー タベース」)

を構築 している。

「NHK放 送 デー タベ ース」 には、次 の ようなフ ァイルが ある。

a)ニ ュース(ヘ ッ ドライ ン):ニ ュース時間 に放 送 され たニュース項 目の一覧 。

b)ニ ュース(コ メ ン ト):ニ ュース原稿 のデー タベース

c)ニ ュース(映 像):ニ ュース映像 情報のデー タベース

d)番 組映像 記録:番 組 の映像 記録 デー タベース

e)で きご と情報:戦 後 の政 治 ・経済 ・犯 罪な どの 「で きごと ・事件 」 お よび火災 ・自然災 害 ・

産業事 故 ・交通事 故 な どの 「事故 ・災害」 に関す るデー タベ ース

bこ よみ365:一 日ごとの季節 ごよみ、年 中行 事、記念 日、著名人 の生没、各地 の祭 ・郷土 芸

能、風物詩 な どの デー タベ ース
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9)人 物:番 組 出演者 の人物情 報

h)団 体:団 体 ・グルー プの デー タ

i)年 表:放 送 に関わ る事柄 、文化 ・ス ポーツなどに関す るデー タ

j)図 書 ・雑 誌 ・調査統計:番 組 の企 画 ・制作 の ために所蔵 してい る資料 の書誌 デー タ

k)音 楽:音 楽番組、CD、 レコー ドな どのデータ

これ らの うち、a)～DはIBM社 のMNSと い うVANで 、a)～f)お よびi)(近 い将来はk)も)

は 日経 テ レコンで、オ ンライ ン検 索 に供 してい る。

これ らのデー タベースの うち、蜘 象情報 に特 に関わ りの深 いa)～d)の フ ァイルの デー タの内容

について、図3.6～9に 示 す。 これ らの情 報 は、全 て放 送年月 日や番 組名、蜘 象内容 に関す

るキー ワー ド(フ リー キー ワー ドと して 日常 語が登録 されて い る)な どで検索 が可能 とな って

い る。

これ らの映像 情報 デー タベ ースは、関連団体 の職員 も含 めて合計30人 程度 のス タッフが担 当

して いる。

放送日

内 容

300戸11ペ ージ=10F

1989月1月19日12時00分 全中ニュ・一ス

全中ニュース

平成元年度予算大蔵原案 今夕内容
一般会計60兆4140億 円 伸 び率6 .6%

2予 算獲得へ陳情の動き活発 農協団体 前線本部設置

長崎 ・熊本 ・鹿児島架橋構想 推進大会ひ らく

東京市場 ドル高128円 後半

東証 大型株中心に値下が り174円 下落

ソ連兵力50万 人削減 北京放送 評論抜きで速報

小渕官房長官"削 減計画の実施見守る"

対 日赤字削減に新貿易法を活用"ベ ーカー次期国務長官

プッシュ新大統領 祝賀行事始まる

祝 日懇談会4月29日 の名称 を検討

十勝岳山腹に無数の火山弾NHKヘ リが確認 く札幌発)

海洋バイオの研究開発を推進 新会社 発足

NHKデ ータベース テス ト運用開始

図3.6NHK映 像 デ ー タベ ー ス ニ ュ ー ス(ヘ ッ ドラ イ ン)の 検 索 例
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放送日

副題

映像

内容

40Fユ4ペ ージ=10F

ユ989月 ユ月7日16時00分 全中ニュース

新元号 平成 と決定 街の声

VA89.1,7-403

「昭和」に代 わる新 しい元号は 「平成(ヘ イセイ)」 と決ま りました。

政府 は天皇陛下の皇位継承に伴って元号法とこれに基づ く 「元号選定手

続 き」などに従い昭和に代わる新 しい元号の選定を行 いました。

そ して午後2時 す ぎ臨時閣議を開いて新 しい元号を決定 しました。

「小渕官房長官40秒 」

新 しい元号に決まった 「平成」は"史 記"の 五帝本記(ゴ テイホンギ)

及び"書 経"の 大踊護(ダ イウポ)の 中の 「内平(ウ チダイラ)か に外戚

(ソ トナ)る 」 「地平(チ タイラ)か に天成(テ ンナ)る 」 とい う文言か

ら引用 したものです。

この 「平成」には、国の内外にも天地にも平和が達成 されるという意味

がこめられています。

政府 はこの新 しい元号 「平成」への改元期 日はあすか らとし、新元号の

決定 と合わせて政令で公布することにしています。

東京 ・銀座では街頭の大型テ レビの前 に大勢の人たちがつめかけ、新元

号決定の瞬間を見守っていました。

東京 ・銀座5丁 目のソニービル1階 にある高 さ2メ ー トル2.4メ ー ト

ルのマルチビジョンの前には、午後2時 前からおよそ200人 の人たちが

図3.7NHK映 像 デ ー タベ ー ス ニ ュー ス(コ メ ン ト)の 検 索 例

VFAA18910879文 書

請求番号

放送日

番組名

表題

内容

=70F28ペ ージ=10F2

VA89.1.8-404

1V1/2β..(試 写用)1/2βCAM(緊 急用 ・R1)

1989月1月8Hl6時00分 全中ニュース

ニュース(デ ィリ・一)

平成元年スター ト きょうの ドキュメント

<19:00>14'43～(8'15)

東京 ・渋谷

午前0時 を指す時計

「平成元年」の電光照明

北海道の室蘭

地球岬の日の出(午 前7時20分)

皇居前の記帳

東京 ・秋葉原の電機店では派手な店内放送を自粛

名古屋ではネオンサインも自粛 パチンコ客の出足 は普段め半分程度

福 岡市の街頭に昭和天皇の遺影 一礼 して歩 き去る婦人

東京 ・渋谷のビデオ店ヘビデオテープをレンタルに来た人S

皇居 に向か う新天皇陛下

岐阜県にある 「平成(ヘ ナリ)」 という地名

早 くも押 しかけた観光客

高知で全国大学選抜相撲大会が開かれ、 「平成元年」の選手宣誓S

図3.8NHK映 像 デ ー タベ ー ス ニ ュ ー ス(映 像)の 検 索 例

但 し、外部からのオンライン検索では、請求No.は 表示されない。
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放送局

番組名

副題

抄録

100F10ペ ージ=10F

1988月12月25日16時00分 く総合2100>

NHK特 集 海のシルクロー ド

第9集 海道の王国

東西貿易の中継地 として栄えたベ トナムの歴代の王朝は、中国の皇帝が好

んだつばめの巣や、か ぐわしい香 りを放つ香木で富を築いた。今なお中部

ベ トナムの海岸線 に残る遺跡と当時の暮 らしぶ りを残す人々を訪ねる。

語 り 伊武雅夫

南シナ海(空 中撮影)

ベ トナム最南端カマウ岬 メコンデルタ

ベ トナム空軍ヘリコプター

下を見るレ ・ズアン ・ディエム博士

オケオ遺跡

水田地帯 集 まる人々(空 中撮影)

泥の中か ら金貨を探 し出す人々

1500年 前のれんがを発見するディエム博士

ホーチミン市(旧 サイゴン)

ホーチミン市歴史博物館

小箱の中の ローマ帝国の金貨

サイゴン港

図3.9NHK映 像 デー タベース 番 組映像記録 の検索例

②保存 されている映像 の種類

ニ ュースに関 しては、原則 と して、放送用 に編集 された 「素材 」 のみが保存 されて いる。 二

ユース放送時 にス タジ オで原稿 を読 む アナウンサー な どの映像(「 同録映像」 と言 う)は 含 ま

れ て い な い。

番組 に関 しては、制作現場の代表や編成部門の代表などが委員 となっている 「保存委員会」

で指定 された ものが、 「完 プ ロ番組 」(放 送用 テープ)と して保存 され る。 「保存委 員 会」 に

おけ る指定 の基準 と しては、

a)再 放 送 の予定が ある もの

b)二 次使用が可能 な もの

c)資 料 的価値 の高 い もの

d)そ の他

とい うおお よその基準 があ る。

また、ニ ュース素材 、番 組 関係 の両方 とも、一部 の重 要 な映像 に関 して は未編 集 の素材 も保
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存 する ことがあ る。 ただ し、 この ような場合 には、 どの映像 を何 年 間保存 するかは担 当責任 者

の判断 によ り、保存 期 間 を過 ぎた ものは再検討 するこ とな く消去処分 される。

③保存期 間、保 存量 、保存 状態

原則 と して、保存 する場 合 は、永久保存 とな っている。

現在 、NHKのTV放 送 開始(昭 和28年 以降)の ものを保 存 してい る。 そのほか、TV放 送

開始以 前の外 部制作映像 でNHKが 購入 あ るいは提供 を受 けた もの(例 えば 「日本 ニュース」

昭和16年6月 ～ な ど)も 保存 されている。

保存 は、NHK放 送 セ ンター内お よび全 国の各放送局 で行 なわれ てい る。 ビデ オテー プの場

合 は1イ ンチ、3μ イ ンチ、1ρ イ ンチの放送用 βCAM、M2の 形 で、 フィル ムは原則 と して

16m!mで 保 存 されてい る。

(2)保 存映像 の利用 可能性

① 通常 の利用

部内利用 を原則 と し、NHKお よびNHK関 連団体 に限定 してい る。 部内 の検 索利用状 況 は、

検索 ・詳細 閲覧 をそれぞ れ1件 とカ ウン トした場合 で、年 間約1000万 件程度 となってい る。

② 一般利用 の可能性

番 組 の一部 は 「公 開用 」 と して、NHK放 送番組 ライブラ リーや放送 博物館 での 「NHK番

組 を見 る会」 な どで視 聴 で きる。 しか し、 これ らは、利用者 が見 たい番 組 を指定 す るのではな

く、 ライブ ラ リーや博物館側 で選 んだ番 組が公 開 され るのみであ る。

複 製利用 について は、NHKサ ー ビスセ ンターやNHKソ フ トウ ェアな どの外 部関連 団体 な

どを通 じて有償提供 が可能 となって いる。 また、デー タベ ースに関 して も、先 に述べ た とお り、

一般 のパ ソ コン通信 サ ー ビス を用 いて検 索 が可能 であるほか
、関連 団体 のNHK情 報 ネ ッ トワ

ー ク(株)が 代行検索 サ ー ビス も行 なっている。

ただ し、複製利用 につ いて は、企 業、 団体 、 自治体 な どの申込 に対応 す るのみで、個人 は原

則 と して対象 と してい ない。 また、 どの ような利用 を目的 とす る複製利 用 か によって も対応 が

異 な り、利用 で きる場 合 とで きない場合 がある。現在 では、研 究 を目的 とす る場合 は、原則 と

して複 製利用 の対象 となってい ない。 ただ し、研 究会 な どで団体 視聴 す る場合 は、利用可 能 と

な る可能性 はあ る。

一25一



③ 一般利用 の経費

「公 開用」 を団体視聴 す る場合(上 記 のNHK放 送番 組 ライブ ラリー や放 送博物館 での利用)

は、無料 とな ってい る。

複 製利用 の場合 は有償 だが、料金 はケースバ イケー スで決定 され る。料 金決定 の 目安 と して

は、利用 目的、利用 素材 の種 類、利用 に関 しての権利処 理事務 、複製手 続 き料金、 テー プ代金

な どが関係 して くる。

(3)そ の他

① その他 の映像情 報源

NHK関 連 団体 が発行 してい る複製 物 と して以下 の ような ものが ある。

・ 「NHKビ デオ」(NHKソ フ トウェア発行)

・ 「NHKVOOK」(NHKエ ンタープ ライズ発行)な ど

②映像情報 の ビデオ収録 とデ ー タベ ース化 について

組織 と して公 にテ レビ放送 か ら ビデオへ映像 を収録 しデータベース化 す るこ とは、大学 な ど

の研 究機 関で あって も著作権 の問題が あ り、難 しい と思 われる。 内部利用 のみ を 目的 とす るな

らば、公 にな らないので問題化 しない こともあ りうるが、原則 と して はそ う した利用 は問題 が

あるので、組織的 に外 部への提 供 も含 めてそ う した活動 を行 な うことは無理 と思 われ る。

3.2.2株 式会社 フジテ レビジ ョン

(1)過 去 に放送 した映像 の保存状況

① 映像保存 の体 制

株 式会社 フジテ レビジ ョンでは、映像 情報 の保存 に関 して は、報道資料 部 と編成 資料 部 の2

部 が担当 してい る。前者 は、 ニ ュース、報道特番 な どを担 当 してお り、後者 は、 ドラマ、バ ラ

エテ ィ、歌 謡 などニ ュース以外 の番 組 を担 当 している。 したが って、事 故 ・災 害関係 につ いて

は報 道資料 部の担 当 となる。

保存 す る映像 につい ては、約10年 前 よ りデー タベース化 を始 めてお り、 タイ トル、映像 内容、

放送 年月 日、 キー ワー ドな どを付 与 して コンピュー タに入力 してい る。
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図3.10VTR素 材入力 票の様 式

INA901105019DOCUMENT=

ソザ イ

タイトル

ツヅ キ

ソサ"イナイヨウ

キーワード

20F29PAGE=10Fl

90.11.05VTR1-1705DFTV4'58"1'27"VO13368400

福 島 第 二 原 発3号 機 事 故 か ち22カ 月 で 運 転 を 再 開

1)運 転 を 再 開 し た 東 京 電 力 福 島 第 二 原 子 力 発 電 所3号

機 中 央 操 作 室 ゲ ー ト前 で 再 開 中 止 を 訴 え る 反 原 発 市 民

グ ル ー プ の 人 達 雑 感 く 福 島 県 双 葉 郡 富 岡 町>

2)運 転 を 再 開 した3号 機 中 央 操 作 室 く 福 島 県 富 岡 町 〉

セイリNO=1-1705D***=FTV

タイム,コート"=4'58"

シ"カン=1'27"

フクシマ タ"イ2ケ"ン ハoツ フクシマタ"イ2ケ"ンハoツ3コ"ウ キ ウンテン サイカイ ウンテンサイカイ

ケ〉一ト マエ ケ"一トマエ フクシマケン トウキヨウ テ"ンリヨク トウキヨウテ"ンリヨク タ"イ2ケ"ンハoツ

フタバ〉 ク"ン フタバ〉ク〉ン ハイタイハ ナイフ"ウ ツタエ チユウシ ハンケ"ン ハOツ ケ"ン ハ。ツシNSコ シミン

ク"ル ーフOシ ミンク〉ルーフOハ ツテ〉ンシヨ チヨウセイ ウンテン チヨウセイウンテン サイシ〉ユンカン ホOン フO

サイシ"ユ ンカンホOン フOハ ソン シ"コ ハソンシ"コ シユウヘン サト〉ウ コウSlN"Lチ ユウオウ ソウサシツ

チユウオウソウサシツ トミオカ マチ トミオカマチ ケ⑨ンシロ ハンタイ ウンド'ウ ハンタイウント"ウ フクシマ

タ"イ2ケ"ン シリヨクハツテ"ン シヨ フクシマタ、'イ2ケ"ン シリヨクハツテ"ン シヨ

ENDOFDOCUMENT

図3.llデ ー タベ ー ス検 索 例
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現在 、報 道資料部 でデー タベース に携 わ って いるのは、お よそ25人/日 程 度で ある。毎 日フ

ジテ レ ビ系 で放送 され るニ ュース番 組 は合計 で約3時 間分 あるので、 これ らにつ いてデー タ処

理 して いるが、処理量 がなかなか追 い付 か ないのが実情で ある。 それで も、放送 日か ら1ヵ 月

以 内 には、 デー タ入力 を完 了す るよ うに して いる。

②保 存 されてい る蜘 象の種類

映像 資料 と して将来価値 のあ る もの、す なわち基本 的 に再使用 す るこ とを前提 として保 存す

る。以前 は、放 送 に使用 した素材映像 のみ を保存 してい たが、1987年 夏以 降はニ ュース番組 で

放送 され た映像全 体(同 録映像 を含 む)を 保存 している。

放送 に使用 しなか った映像 は、原則 と して消去 している。 ただ し、 た とえば海外 で本来 の 目

的 とは関係 のない映像 を撮影 して きた場合 な ど、放送 には使用 しないが価値 のあ りそ うな映像

は保存 する場合 もあ る。

③保 存期 間、保存 量、保存 状態

保存 する映像 は、永久保存 を原則 と している。

フジテ レビで は、昭和34年3月1日 の開局以来 の ものが保存 されてい る。 また、 開局以 降に入

手 した過 去の映像 も含 まれている。

現在 の保存 量 と しては、テー プの ま まの もの(転 写 していない もの)5万 本 程度 、お よびD2

に転写 した もの5000本(×90分)程 度 となっている。

(2)保 存映像 の利用 可能性

① 通常 の利用対象 者

基 本 的に、 内部で資料 映像 として用 いる ことを目的 と してお り、通常 は外 部 の利 用 はあ まり

ない。 また、 プロダクシ ョンな どな どか らの要望 に応 じて、貸 出、販 売 を行 なっている。 オ リ

ジナ ルテー プよ り、 ダ ビング して渡 す。

② 一般利用 の可能性

一般 の利用 は可能 で
、要望 に応 じる ことはで きる。

ただ し、版 権 や肖像権 に関わ る もの は外 部へ 出す ことがで きない。風 景 な どの特 に問題 の な

い映像 な らば販売 が可能だが、 た とえば事故 ・災 害の映像 で もどこで発生 した どの災 害か とい

うこ とが特定 で きるような映像 の場合 は、後 に問題 にな る可能性 もあ り、外 部へ出す ことは難
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しい。

③ 一般利用 の経 費

公 に販売 する とい う営利 目的で保存 してい るわけで はな く、一般 に利用 する場合 の利用料 金

は明確 には公 表 で きない。 おお よそ、2㎜ ～3㎜ 円/秒 が 目安 となる。

ただ し、販売用 の教材 ビデオ な どに利用 す る場合 は料 金 を とるが、研究機 関が利用 す るな ど

学術 的 な 目的 の使 用 な らば、無償提供 で きる場合 もあるか も しれない。

3.2.3株 式会社東京放送(TBS)

(1)過 去 に放送 した映像 の保存 状況

① 映像保 存 の体 制

株式会社 東京放 送 では、映像 ・音声 ライ ブラ リー部 において、一括 して保存 している。 同部

では、保存 映像 を整 理 する とともに、 コンピュータによるデー タベー スを作成 してお り、 オ ン

ライ ン検索 に供 して いる。 このデー タベースでは、放送年月 日、場所 、 キー ワー ドな どで検 索

が可能 とな って い る。

現在 、 ライ ブ ラ リー担 当の ス タッフは、専任社員21～22人 、派遣 職員50人 程度 で、合計約70

人で ある。 その ほ とん どは、 デー タベースへ入力 するために映像 内容 に関 す るデータの作成 に

携 わっている。現在 、映像 テープを保 存 するための 自動倉庫 を建設 中で、 その利用 が始 まる と、

ス タ ッフは100人 程度 とな るだ ろ うとされている。

従 来、東京放 送株式会社 で は、各 部署(報 道 、スポーツ、制作、社 会情報)ご とに映像 を保

存 して いた。1987年 ごろか ら、各 部署 ご とにライブ ラリー を構 築 し始 め、1989年10月 に これ を

一括 して映像 ・音 声 ライブ ラリー部が扱 うこ ととなった
。

② 保存 され てい る映像 の種類

原則 と して、放送 に使 用 した 「素材」 映像 のみ を保 存 してい る。 ス タジ オでアナ ウンサ ーが

ニ ュース原稿 を読 む映像 を含む放送映像 全体 が保存 されてい るので はない。 まれに、放 送 には

用 い なか ったが保 存 されてい る もの もある。大 きな災害 で特集番組 な どを組 んだ場合 は、 その

番組全体 を保存 してい る。
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報道 関係 の映像 に限 ると、一 日にテ ープ約100本 の映像 が撮影 される。 この中か ら、放 送で利

用 した ものを中心 に約 半分程度 に選別、一本化 してライブラ リーに送 られて くるので、 これ を

処理 す る。報道局 な どの原局 には、 この編集 ・選別以前 の映像 も多数保存 され ているが、整理

が追 い付 いていない というのが実情 である。

③保存期 間、保存 量、保存 状態

原則 として、 ライブラ リーで保管す る映像 は永久保存 とな っている。

昭和29年 の東 京放送株 式会社 開局以来 の ものが保 存 されてい る。 また、そ れ以 前の映像 とし

て も、電通ニ ュー ス、毎 日ニ ュース、文化 ニ ュースな どの映画ニ ュース を後 に買 い取 った もの

があ り、それ ら も保存 されてい る。

1990年12月 末 現在 で、 デー タベ ース登録件 数 は47万4千 件 、 うち15万8千 件が報 道関係 の映像

であ る。 これ らは、1イ ンチVTR約7000本 に納 め られ,ている。1990年4月 か らは、保存 テープ

をD2型 式 に変更 してい る。

このほか、報道局 には編集 前の βCAMの 状態 で約6万 本保存 されている。

事故 ・災害 関連 の デー タをキーワー ドを用 いて検 索 してみ ると、下記 の ようにな る。

【キーワー ドに よる検索例 】

KW「 事 故」

「災 害」

「火事」

「爆 発」

「地震」

「台風 」

「噴火」

8386件

1400件

3600件

2100件

1300件

1000件

1000件

(2)保 存映像 の利 用可能性

① 通常の利用対 象者

映像 ・音声 ライ ブラリー部の データベ ースは、JNNの 系列全局 がオ ンライ ンで検 索可 能 と

なっている。 デー タベースの利用 は、原則 と して、社 内の制作 支援 を目的 としてい る。

② 一般利用 の可 能性
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現在 で もプ ロダクシ ョンな どを中心 に社外 貸 出を行 なってお り、利用 数全体 の5%程 度 は社

外 の利用 であ る。社外 受付 窓 口(契 約部)が あ り、用 途 に もよるが外 部か らの利用 申込 を受 け

付 け られ る体 制 となってい る。他 の放送局 か らの利用 申込 も時折 ある。

貸 出の形態 と しては、持 参 して きたテー プにオ リジナルテー プよ りダ ビング して渡 す とい う

形 をとっている。 ダ ビング したテープは、使用後 は消去 して もらうこ とを原則 と して いるが、

その確 認 まで は行 なってい ない。

貸 出 した もの を本来 の意図 と異 なって利用 される と困るので、申込 を受 け付 ける際 には、使

用意 図 を詳細 に聞 いてい る。 それ によって貸 出可能か どうか を判断す るが、その判 断 はケー ス

バイケ ースだが、 おおむね以 下の ような考 え方の基準 があ る。

○著作 権上 の問題 か ら、販売 目的の ビデ オテー プなどの制作 のための貸 出は難 しい

○事故 ・事件 な どで は特定可能 な映像 は、プ ライバ シー などの問題 があ り難 しい

○ したが って、貸 出 は単 な る風景 な どの問題 の ない もの に限 られる

○外 信 はニ ュース利用 を目的 と してい るものなので再利用 はあ りえない→貸 し出 さない

③ 一般利用 の経費

広 く一般公 開 とい う形 で の公 表 を してい ないので、料金 は公 表 で きない。料 金体 制 と して は、

基本料金+使 用料金(使 用 目的 に応 じてA～Cの ランク分 けあ り)+ダ ビング料金

とな ってい る。

使用 目的の区別 と して は、a)劇 場用 映画、b)文 化 映画、c)産 業用 ビデ オ、d)市 販用 ビデオ、

e)イ ベ ン ト用 ビデオ、bCMと い うように分 けてお り、何 に使用 するか によって金額 が異 なる。

ただ し、学術 目的 とな る と、料金 はあ ま り取 れないので はないか と思 われる。 しか し、過去

にその ような利用 申込 はほ とん どない。 こう した外 部提供 につ いては、特 に宣伝 も して いない

ため、あ ま り広 く知 られて いない ことも理由の ひ とつか も しれない。

(3)そ の他

○放 送番組 セ ンターにつ いて

NHKお よび民放 の出資 に よ り、放送番 組セ ンターが設立 される。 ここには各局 が放 送 した

テー プが全 て集 め られてス トックされ る予定 になってい るが、貸 出方 法が まだ明確 に決 ま って
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い ない。 ここに保存 され るのは各局が制作 した番組 のみだが、将来的 には報 道関係 の映像情報

も同 じような形 でス トックされ る場 が作 られ る可 能性 もあ る。

○ 画材 ライ ブラ リー

イメ ージ映像 な どの映像 に対 する需 要が最 も多 いので、現在 、画材 ライブ ラリー を開発 中で

ある。平成3年7月 ころか らス ター ト予 定 で、今後 は こう した映像情報 への ニーズが ます ます多

くな ってい くもの と考 え られる。

3.2.4映 像 情報 の保存 状況 と利用 可能性(ヒ ア リング まとめ)

(1)映 像 情報 の保存状況

3放 送局 に対 す る ヒア リングの結果 か ら見 る と、映像 情報 の資料 的価 値 につい ては以前 か ら

認 め られてお り、各放送局 とも開局 以来 の ものが何 らかの方法で保存 されてい る。 また、開局

以前 の映像 に関 して も、購入 したり寄贈 を受 け るな どの形 で保存 し、資料 と して活用 してい る。

保 存 されている映像 は、放 送 された番組 その もので ない場合 もあ る。特 にニュースの場合 に

は、放送 に使用 した 「素材 映像 」(現 場の映像 な ど)に 限 って保存 されて いる場合 が多 く、 ニ

ュース番組 の中で スタジオのアナ ウンサ ーが ニ ュース原稿 を読 んだ り解 説 した りしてい る映像

(同録 映像)ま で保 存 されている こ とはあ ま り多 くない ようであ る。 これは、映像 保存 の第一

の 目的が、その再利用 であ ることが原 因であろ う。 しか し、 フジテ レビジ ョンの ように近年 は

「同録 映像 」 も保存 してい るとい う場合 もあ り、NHKの ようにニュース原稿 のデー タベ ース

は別 途 デー タフ ァイル を作成 して いる場合 もあ る。

また、取材 に際 して収録 され た映像 は、ほ とん どの場合 が取捨選択 して編 集 され た後 に放送

に使 用 されるが、 この編集作 業以前 の映像 につ いて保存 している場合 はあ ま りない ようで ある。

少 な くとも、 そ う した未編集映像 に関 しては保存体制 が整 ってお らず、各現場 にお いて独 自の

判断 で保存 されてお り、 た とえ保存 され ていて も十分 な整理 はな されていないのが実情 の よう

であ る。

保存 された映像 の整理 に関 して は、各社 と もコンピュー タを用 いたデー タベ ース を構 築 して

い る。 データの検索 は、放 送年月 日、場所 、 キー ワー ドな どで検索 す るこ とがで きる ようにな
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ってお り、実 際 に各社 の内部 な どで はかな り利用 されてい るようで ある。

(2)映 像情報 の利用可 能性

各社 とも、映像 情報 を保存 ・整理 し、 デー タベース化 してい るの は、基 本的 には自社 内にお

ける映像 の活用 ・再利用 を目的 としている。 したがって、利用 の 中心 も自社 内 とな っている。

また、 それ に付 随す る もの として、制作 プ ロダクシ ョンなどが利用 す るケ ース も多 い ようであ

る。

しか し、社外 の利用 に関 して は、各社 とも完全 にク ローズ と して いるわ けではない もののか

な りの制 限があ る。 た とえばNHKの 場合 には、原則 的 に個 人的 な利用 はで きず、 団体 で視聴

す る ことが前提 となってい る。 また、各社 とも、社外 利用 を認め るか どうか にあた っては、 ど

の よ うな 目的での利 用 か、 どの ような映像 を利用 したいか などに よって、ケ ースバイケースで

判 断が 下 されてお り、一般 の利用 が可能で ある場合 において も必 ず利 用 で きる とい うわけでは

ない。む しろ、一般 の利用 は非常 に難 しい と言 ったほうがいいで あろ う。

また、利用 にあ たって の料金体系 も、あ ま り明確 には公 表 されて いない。使用料 金 は、利用

目的の ほか、利用 す る映像 の長 さ、種類 によって決め られ るとの こ とであ り、場合 に よっては

映像1秒 あた り数 千円 とい うように非常 に高価 な もの にな ること もある ようで ある。 また、各

社 とも、映像 の販 売 を行 な うとい うことはあ ま り公 に していない ため、具体 的 な料金 につ いて

は公 表 で きない との こ とで あ った。

こう した状況 の背 景 には、つ ぎの ような問題があ るため と考 えられる。

①対応 能力 の問題

放送局 な どの マスメデ ィアは、公共 的 な色彩 の強 い企業 であ る。 そ のため、基 本的 には全 て

の利用者 に、等 しくサー ビスを行 な うことが求 め られている。 しか し、個人 的 な映像 の利 用 を

認 めて広 くそれ を公 開 した場合 に、 も しも莫大 なニーズが発生 す ると、現在 の体 制で は対 応 が

不可能 となる。 こう した問題 が、 この ような映像情報 の所 在 を広 く公 表 してい ない理由 のひ と

つ と考 え られ る。

② プ ライバ シー ・肖像 権 の問題

上記 の問題以上 に大 きな問題 となるのは、映像の被写体 となった人 々 の肖像 権 の問題であ る。

本 来、 これ らの映像 は放送用 に用 いるこ とを前提 として収録 している映像 で あ るため、厳 密 に

一33一



言 えばその目的 に限 ってのみ使用 す る ことが可能 であ ると言 うことが で きる。 したが って、 も

しも映像内 に個 人 や団体 な どを特 定す る ことので きる情報 が含 まれてい る場合 には、 その映像

の乱用 は被 写体 の 肖像 権 を侵 す もの となる可能性 がある。 プライバ シー問題 は、明確 な基準 の

作 りに くい非常 に微 妙 な問題 であ るため、 この ような問題 の発 生 を避 ける上 で一般の利用 には

厳 しい制限が加 えられる もの と考 え られ る。

③ 著作権 の問題

映像情報 を利用 す る上 で、 もうひとつ大 きな問題 となるのが著作権 の問題 であ ろ う。現代社

会で は、知的所有 権 の問題 が大 き くクローズア ップ されてい る。映像 情報 の著作権 とい う問題

も、広 くこれ を一般 に公 開で きない理 由のひ とつ であろ ケ。

特 に映像 情報 は、制作意 図 によって は本来 の意 図 と全 く異 なる意味 を持 たせ る ことも可 能で

ある とい う特徴 を持 ってい る。 こう した ことな どを考 え ると、映像 情報 を広 く一般 の利用 に供

す るこ とは、制作 者 の側 か ら見 れば非常 に危険が大 きい と考 え られるのであ ろ う。
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4.成 果 と今後の課題

4.1成 果

4.1.1キ ーワー ド自動抽 出用辞書 の整備

(1)辞 書 の充実

今年 度 は昨年度 に引 き続 き、1万 件 の記事 フィール ドを対象 に、 キー ワー ド自動切 り出 し辞

書用 の単語 を抽出 した。 さ らに、事 故の影響 や文献で の検 索 を容易 に行 な えるように、1万 件

の文献 フィール ドを対象 に単語 の抽 出 を行 ない辞書 を整備 した。

この結 果、 キーワー ド自動切 り出 し用 辞書 については、 おおむね十分 に必 要な単 語 を抽 出で

きる ようにな った と考 え られ る。

(2)今 後 の辞書 メ ンテナ ンス

特 に最 近登録 した2千 件 の事例 を対象 に、キーワー ド自動切 り出 し用辞書 の今後 の メ ンテナ

ンス方法 を検討 した。その結 果、今後 は、半年程度 を目安 に次 の手順 で キー ワー ド自動切 り出

し用辞 書及 びデー タベー スの メ ンテナ ンス を行 な うこ とと した。

① 当該期 間 に入力 した記 事 フ ィール ド及 び文献 フ ィール ドを対 象 に、 自動抽 出の対 象 とす

べ き単語 を検 討す る。

② 抽出 した単語 を、 キー ワー ド自動切 り出 し用 辞書 に登 録す る。

③ 当該 期 間に登録 され た事例 のみ を対象 に、再度 自動切 り出 しを行 な う。

4.1.2映 像 情報 のデ ー タベー ス化 の検 討

(1)事 故 ・災 害 に関する映像情報 の利用 状況調査

事 故 ・災害 に関す る映像 情報 が どの ように利用 されてい るか につ いて、安全 ・防災 の研 究者

な どを対象 にアンケー ト調査 を行 な った。その結果、以下 の点が明確 になった。

○ 回収率 が非常 に高 く、 事故 ・災害 に関す る映像情報 に対 す る関心 の高 さが うか がわれ た。

○ 回答者 の半 数以上が映像情 報 を収集 してい るか収集例 を知 って お り、安全 ・防災 関係者 の

一35一



間では映像情報が かな り収集 され て いる ことが わかった。

○実 際 に行 なわれている収集 の半数 以上 は個 人的 な ものであ り、映像 情報 の収集 が各個 人の

努力 に頼 られている とい う実態が 浮 かび上が った。

○映像 情報 を必要 と感 じる度合 いは非 常 に高 いに も関 わ らず、映像情 報 の利用経験 は比較的

少 な く、利用可能 な映像情 報が不足 しているこ とが示唆 され た。

○以上 を総合 す ると、事 故 ・災害 の映像情報 に対 す る強 いニ ーズに対 応 す るため に、 これ ら

の映像 情報の供給体制 を整備 してい くことが必要 であ る と思 われ る。

(2)事 故 ・災害 に関す る映像 情報 の保 存状況調査

映像 情報の所在 とその利 用可 能性 を明 らか にするため に、放送局3社 に ヒア リング調査 を行

な った。 その結果 は以下の とお りで ある。

○各放送局 とも、 開局以後 の放 送 に用 い た映像 お よび購入 ・寄贈 な どに よって得 られ た開局

以前 の映像 に関 してはか な りの部分 を保存 してお り、その整 理 の ため に コンピュー タに よ

るデー タベース を構築 して いる。

○放送 に用 い なか った未編 集映像 に関・しては保存例 は少 な く、保存 されていて も十分 に整理

されてはい ない。

○各社 とも、映像 の保存 ・整理 は主 と して社 内利用 を目的 と してお り、社外利用 に関 しては、

不 可能で はないが厳 しい制 限があ る。

○社外利用 を制限す る背 景 には、そ う した体 制が作 られ てい ない ことの ほか、被 写体 の 肖像

権 や制作 者 自身の著作 権 な どの重大 な問題 が関わ ってい るもの と思 われ る。
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4.2今 後 の課 題

4.2.1映 像 の利用

今 回の調査 にお いて、事 故 ・災害 に関す る映像情報 につ いては、非常 にニーズのあ る ことが

わかった。 その一方 で、映像 情報 の利用 に関 しては障壁 が大 きく、容易 に利用 で きる体 制 には

ない ようである。

今後 は、具体 的 な利用 目的 ご とに、著作 権、 肖像権 、 プライバ シーな どの問題 に触 れない よ

うな利用 の方法 を検 討 す るこ とが必要で あろ う。 これに併 せ て、映像 情報 を保管 して いる放送

局 な どとの間で、映像 情報 の利用 につ いての具体的 な折衝 を行 な うことに よ り、今後 の安全 ・

防災関係 の研 究 や啓 蒙活動 における映像 情報 の利用 の可能性 を追及 して行 くこ とが望 ま しい。

また、 ビデオ機 器等 の普及 に より、防災関係 の各機 関 な どが事故 ・災害 の現場 を ビデオ収録

す る ような例 も多 くな って きている。今後 は、 そ うした映像情報 の交流 や活用 につい て も検討

を進め て行 きたい と考 える。

4.2.2利 用環 境 の整備

(1)既 往 デ ー タ入力

これ まで も、 当デー タベ ースで は、毎 日発生 してい る事故 ・災害の ほか、折 にふれ て過去 の

重要な事 故 ・災害事例 の登 録 を進め てきた。 しか し、防災 ・安全 の専門家 の手元 には なお多 く

の資料 が山積 してい る。 それ らの資料 は、各専 門家の 目を通 して厳 選 されて きた もので あ り、

今後 の事 故 ・災 害 の防止 には欠 かす ことので きない ものであ る。 しか も、古 い災害 であ ればあ

るほ ど一般 には風 化 してい くことを考 え ると、で きるだけ早急 にデー タベ ースに登録 し一般利

用者 の 目に触 れ る ように してい く必 要がある。

(2)関 連情報 資料 のデー タベース化

当デー タベース を構 築 す るにあたっては、毎 月多 くの分 野の専 門家 か らなる研 究会 を開催 し

て きた。 この研 究会で は、 事故 ・災害事例 を紹介 した文献 だけで な く、各専 門家が それぞれの

分野 における防災対 策 ・安全 対策全般 に係 わる重要 な資料 を持 ち寄 って、討議 してい る。今後 、
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ここで紹介 され た文献 につ いて もデー タベ ース化 し、現在 の システ ムを通 じて情報 を提供 して

い く必 要があ る と考 えている。

(3)利 用者 の拡大

当データベースは、事故 ・災 害情報 を社会 に公開普及 させ るこ とを 目的 と してい る。従 って、

今後 どの ように利用者 を拡大 してい くかが重 要 な課題で ある。

まず、大学等研 究機 関の研 究者 に対 しては、学術 情報 セ ンターのネ ッ トワー クを通 じてデー

タ提供 す ることを考 えてお り、今後、具体 的 に検 討 を進 めて行 く予定 であ る。

一般 の利用 に関 しては、原則 的にはオ ンライ ンに よる利用 が中心 となる と考 え られるが、現

在 、α)-ROMや ハ イパ ーテキス ト等 とい う新 たなメデ ィアが普及 しは じめてお り、 そ う したメ

デ ィアを活用 した情報提供 について も検 討 してい きたい と考 えてい る。
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圏]ア ンケー ト調査票および添付資料

事故 ・災害 に関す る映像 情報 の利用状 況

に関す るア ンケー ト調 査::

安全対策や防災対策を進めてい く上では、過去に発生 した事故 ・災害の事例の経験を活か してい くこ

とが重要と言われています。そのため、事故 ・災害事例の情報をスムーズに伝達 し活用できるよう、こ

れらの情報に関するデータベースなども構築されています。

これまでの事例情報は、主として学術論文や新聞記事などをはじめとする文献情報が中心で した。 し

かし、マスコミが発達 し、 さまざまな映像機器の開発も進んでいる昨今では、事故や災害の状況を生々

しく伝える映像情報も、事例分析の貴重な資料 ということができます。

この調査では、各分野で安全や防災を研究 し推進されている方々が事故 ・災害に関する映像情報 をど

のように取 り扱われているか、その活用状況などをうかがいます。これによって、事故 ・災害の映像情

報のデータベース化の必要性を検討 し、その可能性を探るひとつの手掛か りとさせていただ きます。

お忙 しいところ申し訳ございませんが、ご協力 くださいますよう、お願いいたします。

ご不明の点などございましたら、下記へお問い合わせ ください。

防災都市計画研究所(担 当:小 田,首 藤)東 京都千代田区五番町4-5MO3-3262-6376

【問1】 あなた(又 はあなたの周囲で)は 、テレビなどから事故 ・災害に関する映像情報 を収集 ・ス ト

ックしていますか。(あ てはまるもの全てに○をつけてください)

1.組 織(会 社や役所の部署、学校などの研究室)と して収集 している

2.自 分が個人的に収集 している

3.同 じ組織内で個人的に収集 している人を知 っている

4.別 の組織で収集 していることを知っている

5.別 の組織の人で個人的に収集 していることを知 っている

6.全 く収集 していない し、収集 している人 ・組織 も知 らない

【問2】(問1で1～2と お答 えの方に うかがい ます)映 像 の収 集 方 法(内 容)は どの よ うな もの です か。

1,テ レ ビか ら、 日常 の ニ ュー ス を定 期 的 に録 画 して い る

2.テ レ ビか ら、 特 集 番 組 な ど ま と まっ た番 組 とな っ てい る場 合 の み 録 画 して い る

3.テ レ ビか ら、 特 に興 味 の あ る事 故 ・災 害 が 発 生 した場 合 の み ニ ュー ス ・特 集 番 組 な ど を録 画

して い る

4.既 存 の フ ィル ム ・ビデ オ な ど を購 入 して い る

5'その他(

_)国



【問3】(全 員の 方 に うか が い ます)事 故 ・災 害 に 関 す る映 像 情 報 を利 用 した こ とが あ り ま す か。 次 の

そ れ ぞれ の 用 途別 に お 答 え くだ さい 。

(1)教 育 、啓 蒙 用 と して

1.よ く利用 する2.時 々利用す る3.利 用 したこ とがあ る4.利 用 した ことはない

(2)事 例 分 析 資 料 と して

1.よ く利用 する2.時 々利用 する3.利 用 したことが あ る4.利 用 した こと はない

(3)そ の他 の 目的 で

1.よ く利 用す る2.時 々利用 す る3.利 用 したことがあ る4.利 用 したこ とはない

【問4】 こ れ まで 、 事 故.災 害 に 関 す る映 像 情 報 の 必 要 性 を感 じ た こ とが あ り ま す か 。 上 記 と同様 に用

途 別 に お 答 え くだ さ い。

(1)教 育 ・啓 蒙 用 と して

1.よ く感 じる2.時 々感 じる3.感 じた こと が あ る4.ほ とん ど感 じな い

(2)事 例 分 析 資 料 と して

1.よ く感 じる2.時 々感 じる3.感 じた こ とが あ る4.ほ とん ど感 じな い

(3)そ の他 の 目的 で

1.よ く感 じる2.時 々 感 じる3.感 じた こ とが あ る4.ほ とん ど感 じな い

【問5】(最 後 に ご 自身 に つ いて うか が い ます)あ な たの 所 属 す る組 織 は、 次 の どれ に あ た り ます か。

L－ 般企 業(建 設 業)2.一 般 企 業(製 造 ・エ ネ ル ギ ー供 給 業)

3.一 般 企 業(運 輸 ・通 信 業)4.一 般 企 業(金 融 ・保 険 業)

5.一 般 企 業(そ の 他 の 業 種)6.大 学

7.国 の機 関8.地 方 自治 体(都 道 府 県.市 区 町村)

9.そ の他()

ご協力ありがとうございました。

恐れ入りますが、同封の返信用封筒にて1月17日 までにご返送いただければ

幸いです。
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この リス トは、1990年1月 前半 に放 送 され た テ レ ビ ・ニ ュース(N

HK中 心)か ら事 故 ・災 害 な どに関 す る項 目を ピ ック ア ップ した もの

で す。 この 調査 は、 こ う した映 像 情 報 をデ ータベ ース 化 し共通 の財 産

と して 利 用す る こ との必 要性 ・可 能 性 を探 る目的 で 行 い ます。
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内 容

茨 城一土 浦 市 初 詣 帰 り に衝 突 、常磐 自動 車 道

神 奈川 一海 老 名市 倉 庫 全焼 、酒1億3,000万 焼 失

関東 一関 東 地 方北 部 で 地震 水 戸3

全国 一交 通 事 故死 、元 日 に38人

東京 一大 田 区 ア舟 トよ り出火 独 り暮 ら し老 人 死

モロッコーか グ5号原 油 流 出、環 境 汚 染 懸 念

ニュージーランドー遊覧 機 事 故海 底 か ら機 体 の 一 部 発見

神 奈 川 一な だ しお 速力 通 信 受 信 簿 、大 半 紛 失

福 島 一福 島 第2原 発 定 期 点 検 中 、1号機 で異 常

モロ,コー再 び原 油 流 出事 故 スイインタンか 「アラゴン」

日本 一う っか りミス防止 システム 鉄 道総 合 技 術 研 究所

ア川童ーアン加,ジ空 港 リ列 ト火 山噴 火.離 着 陸不 能

アメリカーA|as.リダウト火 山 で大 規 模 噴 火

神 奈川 一崖 崩 れe危 険 区 域"65ヶ 所 指 定

茨 城一土 浦 市 狩 猟 中銃 暴 発 で 中学 生 死 亡

千 葉一銚 子 市 火 事3件 連 続放 火 か

長 野一北 アルフスで11人 遭難 か 剣 ・清 水 ・乗 鞍岳

齢 スタンー列 車 衝 突 事故 で 死210人 以 上

モロ,コ沖 一イランタンか 原油 流 出 モロッコ海 岸 に漂 着

長 野一冬 山事 故 相 次 ぐ層北 アルプス

長 野一北 アルフス乗 鞍 岳 大 阪 のパーティ11人不 明
ニュースの こ とば 国 際 防災 の10年

東 京 一杉 並 で2棟 、全 半焼 。親 子2人 死 亡

北 アhブスー乗 鞍 岳 不 明 の11人 無 事下 山

北 アルプスー清 水 ・剣 岳 で 吹雪 で動 けず 救 助 求 め る

ア刈 カーFla.B727エ ンジン脱 落 で 緊 急 着 陸

岐 阜一乗 鞍 岳 で 不 明の11人 無 事 下 山

北 アルフ先 清 水 ・剣 岳 の舟 ティ救 助 悪 天 候 で 難 航

神 奈川 一川 崎 武蔵 工 業 大 学原 研 原 子炉 で水 漏 れ

NHK(教)テ レビコラム 「gO年代 問 わ れ る地 球 環 境 」

テレ朝

テレ朝

NHK

NHK

NHK

NHK

NHK

NHK

TVK

NHK

NHK

NHK

NHK

NHK

NHK

NHK

NHK

ア刈 か 田a.ノースウエスト機 エンジン一 儀 脱 落 、緊 急 着 陸

肘 スタンー列 車 衝 突 事故200人 以 上 の死 者

千 葉 一市川 市年 始 帰 りの 乗 用 車 衝 突 、一家4人 死

消 防 出 初 式

大 分 一日 田市 住 宅 火 災 。3人焼 死

北 アルブスー剣 岳 の2人 無 事 。救 助 隊 現 地 へ

北 海 道 一千 歳 空 港 雪 でダイヤ混 乱

北 アルフスー吹 雪 で 救 助活 動 進 ま ず

コン故u「 防 ご う!世 界 の 自然 災 害 」

世 界 一原 発 事 故 国際 尺 度

大 阪一大 阪 市 北 区ライブハウスで観 客 将 棋倒 し

Mス タンー列 車 事 故 で200人 以上 が死 亡

北 海道 －JR室 蘭線 小 沼線 踏切 事 故 乗用 車5人 死

北 アルブスー剣 岳舟 ティ救 助。清 水 岳 、救 助隊 と合 流

北 アルフスー天 候 回復 、本 格 的 救 助 活 動

北 アルプスー剣 岳、群馬 ミ憎 山岳 会2パーティ無 事救 助

香 川 一高 松 ウズシオ2号踏切 事 故 乗 客1人 死11bfi
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N
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埼 玉 一羽 生 市 住 宅 な ど3棟 全 焼 、3人焼 死

北 アルフスー4陥ティ無 事 救 助

北 アルフスー白馬 岳 で2人 、中央 アルプスで 女性 不 明

埼 玉 一飯 能 で 住 民 調停 申請 、ゴルフ場 農薬 汚 染

大 阪 一岸 和 田市 で ア舟 ト火 災

北 アhフスー剣 岳4rt－ ティ15人全 員 救 助

群 馬 一高 崎 市 フprtン加 爆 発3人 死 亡

千 葉 一市 原 五 井 海岸 国 道16号 高 校 生 の 車暴 走

スペイ治 大 雨 で 湿 地 帯 の水 引 か ず 野 鳥 に影 響

京 都 一御 所 近 くで 爆発

東 京 一常 陸宮 邸 で 迫 撃弾 、ゲリラ?

東 京 一常 陸宮 邸 、宮 内庁 の 近 くで迫 撃 輝

北 アルフスー遭 難 の4A・一ティ無 事 救 出

東 京 ・京 都 一過 激 派 に よ るゲリラ事 件2件

北 アルブスー東京 の会 社 員 、白馬 岳 で不 明

東 京 ・京 都一過 激 派 同時 ゲリラ事 件

神 奈 川 ・山梨 一「ゴルフ場計 画 反 対 」水 道 労 働団 体

千 葉 市 一井戸 水六 価 如 ム汚 染1億5千 万 円 の 提 訴

東 京 一渋 谷 常 陸宮 邸 へ 金属 弾 、現 場検 証

北 アルブスー白 馬 岳不 明の3人 依 然 手 掛 か り無 し

福 岡 一中 国 民 航 機ハイジャ,ク犯"政 治 亡 命"を 主 張

千葉 一井 戸 水 汚 染1億5,000万 賠 償 請 求 へ

神奈 川 一全 県 の 災害 予 測 地 図完 成

東京 一東 大 病 院 放 射性 物 質ズサン管 理 、改 善 指 示

千葉 一浦 安 周 辺 隠 されて いた 地 盤 沈下

東京 一東 大 附 属 病 院"RI'安 全 管 理 不 充 分 、指 導

案京 一渋 谷 官 邸 へ の 迫撃 弾 中 核 派 が犯 行 声 明

東京 一文 京 東 大"放 射 性 同 位元 素'管 理 問 題

東 京 一渋 谷 迫 撃 弾 事件 中核 派 犯 行 声 明

ア刈 カーMass.厳 しい寒 波 襲 来 で灯 油 高 騰 経 済 打 撃

沖 縄 沖 一日航 機 ・軍 用 機 ニアミス2件

長 崎 一五 島 沖LPGeン か 「カス・オリエント号 」漂 流 、救 助

日本 一「エァrtvij」3年後金 車 種 に

日本 一「セネ写声」給 油 系統 に欠 陥1,508台 修 理へ

大 阪 一大 阪 湾 に大 断層

アメ肋 一牛 に与 え られ る薬 品 で4割 の ミルク汚 染

東 京 一世 田谷 、歯科 医 院 兼住 宅 火 災 。夫 婦 死 亡

千 葉 一千 葉 市 下 水 工事 現 場 土 砂 崩 れ 作業 員1死

千 葉 一千 葉 市 社 員 寮全 焼 女 の 子 焼 死2人 軽 傷

東 京 一渋 谷 ディスコ事 故照 明装 置 製 造 会社 社 長 逮 捕

日本 一輸 血 に よ る肝炎 防 止 で 血 液 の 薬価 引 き上 げ

北 海 道 一幌 延 町 放 射性 廃 棄 物 施 設 、補 助 金 訴 訟

東 京 一波 谷 照 明装 置落 下 事 故 製 造 会社 社 長 逮 捕

神 奈 川 一川 崎 市 川 崎 公害 裁 判 、長 期 化 の 見 通 し

青 森 一弘 前 教 習車 が 衝 突 事故 、指 導 員 が死 亡

長 野 一浅 間 山 に防 災 と観 光 兼 ね たTVカメラ設 置

東 京 一葛 飾 ブロISンガス爆 発 ア舟 ト焼 け る3人 ケfi

スイインーサラゴサ デイスコで火 災 、43人死 亡

スイインーサラゴサ ディスコ火災 、43人死 亡

千 葉 一天 津小 湊町 の 国 道で オーぴイ衝 突2人 死亡

北 海 道 一ニセコスキー場 で雪 崩1人 死 亡1人 不 明

一46一
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<<Ql情 報 の 収 集 ・ス ト ッ ク 〉〉...(MA)

・5所鯛 織'舗'轡6殼 磐 徽 辮 叢 墨縄 竃隈 不 明 非該当

...(SA} 集 的に収 集 人的に いない集 収集

骨 全 体 ・ 37893792045191764

100.024.620.95.311.95.046.61.1

建設業 234613

100.017.426.14.313.0

111

47.84.3

製 造 ・エ ネ ル82109212356
ギ ー 供 給 業100.012.211.02・414・63・768・3

運 輸 ・通 信 業

金 融 ・保 険 業

藁の他一般企

大学

国の機関

地方自治体

その他

(不 明)

(非 該 当)

103124

100.030.010.020.040.0

3112

100.033.333.366.7

184211

100.022.211.15.65.6

一3

30.0

1

33.3

121

66.75.6

8413407712251

100.015.547.68.38.314.329.81.2

206523

100.030.025.010.015.0

8

40.0

1174893121511

100.041.07.72.610.30.943.60.9

2146

100.019.028.6

一339

14.314.342.9

<<Q2映 像 の 収 集 方 法 〉〉...(MA}

Q5所 属 組 織 ・合 計 ・ ニ ュ ー 特 集 番 興 味 の 既 存 の そ の 他

...(SA)
スを定 組を録 ある特 フィル 不 明 非議 当
期的に 画 集番組 ムを購
録画 を録画 入

・ 全 体 ひ 15254399579

100.03.328.365.137.55.9

226

建設業 8

100.0

製 造 ・エ ネ ル16
ギ ー 供 給 業100.0

運 輸 ・通 信 業

金 融 ・保 険 業

4

100.0

2
100.0

そ の 他 一 般 企41業
100.025.0

大学

国の機関

地方 自治体

その他

(不 明)

(非 該 当)

73
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6118
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50.075.025.O

21

100.050.0

31

75.025.O

4721435115
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1611
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5331
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<<Q3-1教 育 ・啓 蒙 用 〉〉...(SA)

Q5所 属 組 織 ・合 計 ・ よ く 利 時 々 利 利 用 し 利 用 し

用 す る 用 す る た こ と た こ と 不 明 非 該 当
一■.(SA)が あ る は な い

・ 全 体 ・ 378319113210816

100.08.224.134.928.64.2

建設業

製 造 ・エ ネ ル
ギ ー 供 給 業

運 輸 ・通 信 業

金 融 ・保 険 業

そ の 他 一 般 企業

大 学

国の機関

地方自治体

その他

(不 明)

(非 該 当)

2313

100.04.313。0

82523

100.06.128.0

1031

100.030.010.0

、。。.言33.;:

、。。19:22.6

841120

100.013.123.8

、。。…8:、 。.6

117832

100.06.827.4

2124

100.09.519.0

96
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42
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1
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3119

36.922.6

96

45.030◆0

4332

36.827.4

47

19.033.3

4

17.4

1

333

1
6

3
6

1
0

2
7

5

3

5

1
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<<Q3-2事 例 分 析 資 料 〉〉...(SA)

Q5所 属 組 織 ・合 計 各 よ く 利 時 々 利 利 用 し 利 用 し

用 す る 用 す る た こ と た こ と 不 明 非 該 当
...(SA)が あ る は な い

・ 全 体 ・ 378113110618248

100.02.98.228.048.112.7

建設業

製 造 ・エ ネ ルギ
ー 供 給 業

運 輸 ・通 信 業

金 融 ・保 険 業

その他一般企
業

大学

国の機関

地方自治体

そ の 他

(不 明)

(非 該 当)
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<<Q3-3そ の 他 の 目 的

Q5所 属 組 織 ・合 計 ・ よ く 利 時 々利 利 用 し 利 用 した こ と 不用 す る た こ と用 す
る

■■・(SA)が あ る は な い

>〉...(SA)

明 非該 当

・ 全 体 ・ 3787236320679

100.01.96.116.754.520.9

建設業

製 造 ・エ ネ ルギ
ー 供 給 業

運 輸 ・通 信 業

金 融 ・保 険 業

その他一般企
業

大学

国の機関

地方 自治体

その他

(不 明)

(非 該 当)

23

100.0

82

100.0

■0

100.0

3

100.0

18

100.0

84

100.0

20

100.0

117

100.0

21

100.0

2

2.4

3

63

1

0.9

1
4.8

1
3

2

4

4

2

1
001

1

333

2

111

7

3

1

0

8

8

8

5

6

5
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7
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3

003

2

11.1

14

16.7

8

40.0

21

17.9

3

14.3

8
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2

4

5

・
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4
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1
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凸
1

1

・
16
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05

9

054
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8

183

9

1
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0
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3
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4

2
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7
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9
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・

…
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.

.

9

3

0

3

6

1

0

3

2

3

2

2

3

1

2

1

1

4

<<Q4-1必 要 性 教 育 ・啓 蒙 用 〉〉...(SA)

Q5所 属 組 織 ・合 計 魯 よ く 感 時 々 感 感 じ た ほ と ん

じ る じ る こ と が ど 感 じ 不 明 非 該 当

.■一(SA}あ る な い

書 全 体 ・ 37815795892710

100.041.525.123.57.12.6

建設業

造 ・エ ネ ル

響一 供 給 業

運 輸 ・通 信 業

金 融 ・保 険 業

黍の他一般企

大学

国の機関

地方 自治体

そ の 他 .

(不 明)

(非 該 当)

23

100.0

82

100.0

10

100.0

3

100.0

18

100.0

84

100。0

20

100.0
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<<Q4-2必 要 性 事 例 分 析 資 料 〉>...(SA)

Q5所 馴 蜘 合計'誘 惑 賢 感 管㍑ 騒C不 明 非該当

...(SA)あ る な い

・ 全 体 ・ 37888821185733

100.023.321.731.215.18.7

建設業

造 ・エ ネ ル
摯一 供 給 業

運 輸 ・通 信 業

金 融 ・保 険 業

そ の 他 一 般 企
業

大 学

国 の 機 関

地 方 自 治 体

そ の 他

(不 明)

(非 該 当)

23

100.0

82

100.0

■0

100.0

3

100.0

18

100.0

84

100.0

20

100.0

117

100.0

21

100.0

558

21.721.734.8

■31728

15.920.734.1

、。.6、 。.ぎ:

111

33.333。333.3

334

16.716.722.2

232321

27.427.425.0

847

40.020.035.0

232445

19.720.538.5

834

38.114.319.O

ユ

34

2

6

1

・
41

2

002

7

983

4
.
7

1

・
61

1

05

8

4

1
‥

・
51

2

59

4

471

2

6

1

・
41

2

002

1
6

3
6

5

3

'

7
06

4
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<<Q4-3必 要 性 そ の 他 の 目 的

Q5所 關 総 督舗 伯誘 惑 携 感 警錺 鷲 壱

...(SA)あ る な い

〉〉...(SA)

不 明 非 該 当

僑 全 体 ・ 378404510111181

100.010.611.926.729.421.4

建 設 業

製 造 ・エ ネ ルギ
ー 供 給 業

運 輸 ・通 信 業

金 融 ・保 険 業

そ の 他 一 般 企
業

大 学

国 の 機 関

地 方 自治 体

そ の 他

(不 明)

(非 該 当)

23

100.0

82

100.0

10

100.0

3

100.0

18

100.0

84

100.0

20

100.0

117

100.0

2■

100.0

2

7

7

5

1

0

一

一

2

1

1

1

3

0

3

1

1

8

.

・

.

・

-

.

.

-

心

・

8

8

0

1

3

5

1

4

1

1

1

1

■

3

031

6
37

3
003

2

766

3

761

0

9

1

・
11

2

001

4

0

1

・
21

2

59

6

1

9

2

一

ー

ー

一

4

2

4

6

6

0

5

9

7

3

・

-

・

・

2

・

・

3

.

.

6

3

2

8

0

9

3

2

2

2

2

3

2

3

,4

471

8

1

2

・
43

3

003

7

983

0

8

2

・
32

6

003

0

2

4
●

・
43

3
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2
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1
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1
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